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県高校総体やクラスマッチが終わり、１学期期末テ

ストが近づいてきました。１学期の成績が決まる大切

なテストです。日々の授業を大切に、悔いの残らない

よう勉強に励んでいきましょう！ 

 

 

今年４月から星林高校で

FLT（外国語教員）として活

躍している先生を紹介しま

す。みなさんに Samuel 先

生のことをもっと知っても

らうため、インタビューをし

ました。 

 また、今回インタビュアーを務めてくれたのは、 

２年Ｈ組の濵井くん、𦚰濵くん、久保川くんです！ 

 

Q1．自己紹介  

名前：Samuel Wan Brosowski 先生 

（サミュエル ワン ブロソフスキ） 

出身：オーストラリア 

年齢：２４歳 

備考：ゲーム好き 

Ｑ２．日本に来て驚いたことは？ 

たくさんのルールがあること。例えば、エレベーター

でしゃべってはいけないなど。 

Q3．今、はまっていることは？ 

新しい食べ物・飲み物（季節限定や期間限定商品）に

挑戦すること。  

Q4．日本で美味しかった料理は？ 

牛丼！すき屋、吉野家 Ｂｏｔｈ ｇｏｏｄ！ 

Q5．星林生に向けてのメッセージをお願いします！  

 

 ご協力いただいた Samuel              

先生、インタビュアーの３人

ありがとうございました！

Samuel先生はとても気さく

な先生です😊みなさんも気

軽に Samuel 先生に話し                      

かけてみましょう！！ 

 

 

 

 

今年度から発足した SGS の活動報告です。近年に

なって、より注目されている SDGsに関して、国際教

育部による生徒向けセミナーを開催しました。 

５０名ほどの生徒が参加し、密を避けるために２日

に分けて実施しました。２０３０年の世界を想像しな

がら、自分にできることを探すことで、ゴールを達成

するためのターゲットが見えてきたのではないでし

ょうか。今後の皆さんの活動に期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生を対象に「国際理解講演会」を開催しました。

この講演会は、これからの日本と世界の関係や社会の

あり方・方向性について考えることを目的に毎年開催

しています。今年度は、和歌山信愛大学教育学部 辻

伸幸准教授をお招きし「英語を使って世界への扉を開

けてみませんか」というテーマで講演していただきま

した。 

英語に苦手意識を持

っている人にとっても、

英語を使って世界の

人々と交流し国際的な

視野を持ち世界に目を

向けていこうと後押し

をしてもらえる良いき

っかけとなりました。 

最後に先生から、日

本の平和は世界の常識

ではなく、様々な国が

抱えるコロナ禍での現

状などにも目を向けて

いく必要性を伝えてい

ただきました。 

 

Topic１ 

インタビューに答える Samuel 先生 

“Ａｌｗａｙｓ ｔｒｙ your best！” 

 

Topic２ 

インタビュアーの３名 

（５月６日・７日） 

 SGS 

Topic３ 

（６月９日） 


